「さみしい男」の文学史　―朔太郎のエレナ憧憬をめぐって by 吉永, 哲郎






























会った。馬場ナカについては、『上毛新聞』（昭和 51年 11月 14日）に「エレナこと馬場
仲子（戸籍名はナカ）について、大正 3年 5月 17日における受洗の記録」によって、初
めて明らかにされた。それによれば、馬場ナカは、明治 23年 6月 19日、前橋市桑町（現･
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千代田町 1丁目中央通り）の生薬屋「伊勢屋」に生まれ、朔太郎の妹ワカとともに前橋の
共愛学園に入り、明治 39年卒業。明治 42年、高崎の医師佐藤清と結婚した。寿雄と清江
の二子をもうけたが、結核を病み、転地療養を続けるうち、大正 6年 5月 5日 28歳で亡
くなった。高崎の柳川町のハリスト正教会（現･下小鳥町）の「教会銘度利加（洗礼名が記
載されている大判本）」の「第二簡其の二」に、「洗礼日大正 3年 5月 17日 洗礼名 エ
レナ」の名が記載されていた。「エレナ」は、馬場ナカの洗礼名であった。 


















決め付ける朔太郎は、短歌の世界にエレナを求める。それは、明治 36 年 8 月の『文庫』
に７首、『明星』に 6首、9月の『明星』に 4首、10月の『文庫』に９首が、「美棹」の筆













と事多かりし十九の思ひ出よ ∕ 心ざま素直にして容姿また美しかりし少年の日の ∕ 戀し
さよ ∕ ああ忘れがたなきその頃の少女等よ」（ｐ･28）とあることから、熱い短歌への心
の傾けは、ミユーズやアポロを求める心であり、それはエレナを求めてやまない心でもあ










も求め得ぬ」思いの短歌 14 首が掲載される。その 3 首に「さびし」の語が用いられてい
る。この『文庫』の 14 首の歌群は、後の『月に吠える』の「戀を戀する人」の原点を思
わせる。 





















ああ戀人の家なれば  幾度そこに行ききずり  空しくかへるたそがれの  雲つれな
きを恨みんや／ 水は流れて南する ゆかしき庭にそそげども たが放ちたる花中
の 艷なる戀もしらでやは／  垣間み見るほほづきの  赤きを人の脣に 情なくふ
くむ日もあらば  悲しき子等はいかにせん／ 例へば森に烏
からす
なき  朝ざむ告ぐる
冬の日も  さびしき興に言よせて  行く子ありとは知るやしらずや／  ああ空しく
































  この頃（明治 38年）、『阪東太郎』3月号に「煤掃」という 6行 10連の文語の物語詩が
載っている。一軒の老舗の商家を舞台に、「お蝶」という娘と父親の姿を物語った作品で 
あるが、そのモデルは薬種商のエレナの家である。医師の家とのかかわりは深いことが想


















現している。明治 38年、雑誌投稿し活字になった短歌は 44首、39年は 13首、40年は 0
首、41年は７首、42年は 2首と、38年を境に作歌数は減少していく。エレナとの思いを
無関係ではないと考えられる。 
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正 3年 2月 9日付け、中澤豐三郎宛手紙）と述べているが、牧水について無関心ではなか
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った筈である。 
  1912年は、7月に明治天皇崩御により明治 45年と大正元年が重なる。この年、エレナ


































る年であった。大正 3年の 1月から 2月にかけての、唯一現存する朔太郎の日記（全集第
１５巻）に、エレナの名（佐藤仲子）が「ＳＮ子」と、1月 24日に書かれている。 





























2月 5日には、「久しぶりでMandolin を彈く。一向感興がのらない。（中略）どうかしな 
くてはならないと思ふ。自分はもうこの上この田舎に住むことが出來ない。かうしてここ 
にじっとして居るのは精神的に自殺をするやうなものである。刺激と興奮のない生活は無 
爲である。」（ｐ･126）と記し、現存の日記の最後の 2月 6日には、「例の病氣が今夜は 
特に烈しい。 Suicide について考へた。 Pistol を額に打ち込むか、ナイフを胸にたてる 
ことが一番いいやうである。けれどもどうしても死ぬことができない。（中略）今日からは 
TRINKEN をやめようと思ふ。でないと癈人になるかも知れない。Letzte   Nacht の記 
憶がしばしば繰り返されることは死より苦痛である。恐るべきは私の頭である。いっそ早 
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く氣違ひになればいいと思ふ。」（ｐ･127）と、エレナとの決別の心情を記している。 大 
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たかみあるものの上にしも お前の白い手をあてて 手をあてて。」と表現され、また、『靑








































































らぬ犬」「靑樹の梢をあふぎて」で、ともに大正 6 年 2 月号の『感情』に載ったものであ
る。『月に吠える』で「さびしい」にかかわる語が用いられている作品を、単純に年代順に









い」の詩句の多用によって深く強くなっていくことが思われる。（以下次号）   
［付記］引用の朔太郎の作品は、筑摩書房版『萩原朔太郎全集』による。 
